
【京都文教大学産業心理臨床家養成プログラムについて】
うつ病、自殺対策、新入社員の離職など、現代社会において心理的ケアは重要課題となっています。
京都文教大学産業メンタルヘルス研究所では、こうした社会的要請に応えるべく、2009年より「産業
心理臨床家養成プログラム」を開講しています。

プログラムでは、産業場面で有効な心理臨床の技法、産業精神保健に関する知識を基礎的なものか
ら実践的なものまで網羅的に学んでいただけるように設定しています。

また、臨床心理士、公認心理師、保健師、看護師、キャリアコンサルタント、人事労務スタッフ、
産業カウンセラー等、さまざまな職種の方に受講いただき、他職種間の情報交換や学び合いが実現で
きるよう工夫しています。関心をお持ちの方々の積極的な参加をお待ちしております。

～産業保健分野での活躍を目指す方へ～

産業心理臨床家養成プログラム【オンライン開講】
主催：京都文教大学産業メンタルヘルス研究所

【お問い合わせ】

京都文教大学産業メンタルヘルス研究所

京都府宇治市槇島町千足80

Email：sangyou-kbu@po.kbu.ac.jp

Tel：0774-25-2630

（社会連携部フィールドリサーチオフィス）

【プログラムの詳細はこちらをごらんください】

【プログラム概要】
講義、グループ・スーパーヴィジョンを年間40コマ開講 ※1コマ=1時間30分

期間：2年間（6月開講、翌々年の3月修了）

実施形態：オンライン（年３回の対面併催開講あり。オンライン受講のみでプログラムを修了す
ることも可能です。）

開講曜日：土曜日（午後）2コマ


